


































　What is the theatre in the region?  It is imperative to discuss ‘art’and‘culture’ and above all ‘audience’ in the public 
theatre as a base for cultural creation. I have discussed the boundery area of the theatrical productions and the 
theatre history in my book “Modernization of the Theatre：Teikoku-gekijyo,Tsukiji-syogekijyo, Tokyo takarazuka-gekijyo 
(Shibunkaku, 2014) as follows, “Theatre leading to the work of art produces a dramatic world.” As a result, the Process 
of creation is the most important issue for theatre construction and management.
Therefore, the aim of this paper is to dscuss haw a regional theatre should make an active audience by analyzing two of 




































A study on the model of the theatre for making an active audience ①
―NewTwo Works;Mishima Yukio ‘The Sea of Fertility vol.4 The Decay of the Angel’ (2017)
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民という観客に対して多様な劇場体験の場を提供し、シェ
イクスピア作品や三島由紀夫作品等の舞台化によって、芸
術作品と捉えられているものの企画上演や、舞台メイキン
グ講座などの企画を継続して行い、学生や地域市民と共有
することは必須事項である。ブルックの言う舞台と観客の
「往復運動」が必要ならば、その「往復運動」は「観客」
以上の市民の存在、つまり、我が国ではむしろ地域に根付
いてきた「文化ボランティア」や「文化サポーター」といっ
た応援者と同様に応用されて、出演者を応援するするよう
な舞台を創り、それを見守る観客を育てる。こうしたプロ
セスは地域の劇場こそ必要であり、引き続き建設され続け
る地域の劇場建設にとって急務とも言えよう。
　「聖なるもの」を求めたブルック曰く、「舞台と観客とが
分かちもつであろう緊張―それは、永遠に定義づけられる
ことのない聖なるものを求めての、解決を知らぬ探究の表
現にほかならない。」xⅴ 裏を返せば、舞台と客席とがある専
門的空間であること、一方で、劇場は根源的に人間の生活
の一部であり、制度施行前に先を見据えた取り組みを行う
ことはむしろ当然のことである。公立劇場の建設において、
「芸術」についての論議や、「観客」についての論議に関
する乖離が見られることが、劇場運営や劇場建設に大きく
影響している。「芸術」や「観客」を語る場に、劇場の本
来の姿に目を向ける専門家が必要であり、市民も、そして
行政も耳を傾ける場が必須であろう。上演ジャンルをリー
ドするものとしての劇場が必要であるということへの認識
がないことが問題なのであり、これは劇場建設にこそ必要
な議論に大きな影響を及ぼしている。
注：
ⅰ  清水裕之「近代劇場―現代におけるその意味」『建築設計資料　63　
演劇の劇場―プロセニアム形式とオープン形式の相剋』、建築資料研究
社、1997年
ⅱ  永井聡子『劇場の近代化』思文閣出版、2014年
ⅲ  Nagai Satoko「Modernization of  the Japanese Theatre」
Samuel L.eiter co-writer,『A History of Japanese Theater』
edited by Jonah Salz,Cambridge University Press,2016
  ※Routledge Contemporary Theatre Review（22 July,2017）
にて論評されている。
ⅳ  ピーター・ブルック『なにもない空間』、晶文社、1990年、p.88
ⅴ  宮本亜門「演出家の好きな劇場」、扇田昭彦「親密な劇空間」『建築雑誌』
vol.109,No.1355、1944年、pp.54-55
ⅵ  前掲ⅰ
ⅶ  設計　日本設計
ⅷ  渡辺保『舞台を観る眼』角川学芸出版、1989年、p.127
ⅸ  JR清水駅から3分という立地にある。大ホールは大型ミュージカルの
上演可能な劇場として設計され、実際に「レ・ミゼラブル」の地方公
演を実現した。（設計・槇文彦/槇総合計画事務所・大成建設設計共同
企業体、静岡県静岡市）事業プログラムは、演劇、音楽公演、一般公
募の演劇から落語や音楽、オリジナル企画と幅広い。筆者は2012年
から演劇系アドヴァイザーとして在籍し、2012年のオープニングは、
W.シェイクスピア「ロミオとジュリエット」より「Juliet」（脚本・演
出　伊豫田静弘、語り・別所哲也、ダンス・平山素子、群舞・古賀豊、
佐藤典子舞踊団、音楽　プロコフィエフ「ロミオとジュリエット」、美
術　水谷雄司、照明　御原祥子、衣裳　堂本教子）、HAGOROMOプ
ロジェクト第一弾（ダンス編）羽衣伝説よりダンス公演「水鏡の天女」
（ダンス・平山素子、二十五絃箏・中井智弥、マリンバ・篠田浩美）
と今回のプロジェクト第二弾（演劇編）三島作品で3本目の、「水鏡の
天女」は、愛知県・扶桑文化会館（設計・山崎泰孝+AZ環境計画研究所、
北居設計、扶桑町）で、特色である花道を使用した演出に変えて再演
した。
ⅹ  三島由紀夫『天人五衰』第四巻「豊饒の海」、新潮社2015年、p.310
ⅺ  前掲、p.341
ⅻ  前掲、p.310
xⅲ  三島由紀夫『小説読本』中公文庫、2016年、p.161
xⅳ, ⅳ p.206
ⅴ, ⅳ p.90
写真： 大前氏は、2017年12月31日NHK紅白歌合戦に出演、1月21日
放映のNHKスペシャル「光と影　二人のダンサー」に出演、特番
が組まれた。
　　　 中井氏は、翌2018年1月1日元旦特番としてNHK Eテレに出演。
「すごいぞにっぽん古典芸能最新形」で、コーナーを持ち、箏の楽
器解説、自作曲、古典曲を新アレンジで披露した。
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資料.三島由紀夫「天人五衰」舞台
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